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看護基礎教育課程におけるデジタル教科書の導入のための課題の検証 
大阪医療大学(仮称) 看護学科 設立準備委員 山口有美 

 
 
１．はじめに 

2020 年新型コロナウィルス感染症感染拡大に伴

い全国の教育機関は感染対策を実施し従来の対面

型の授業か IT 環境 Visual Display Terminals（以

下 VDT と略す）の遠隔授業もしくはその併用を実

施せざるを得なくなった。そこで本研究は、看護基

礎教育の学修に影響し看護活動の基盤をなす解剖

生理学の知識の習得について教授方法を明らかに

し対面授業と遠隔授業の利点を生かす教授方法の

構築と看護学生への主体的な学習支援について明

らかにするものである。 
２．研究目的 
対面授業と遠隔授業のそれぞれの持つ有効な教授

方法を明らかにしたことにより VDT を使用した学

習及び教授方法についての基礎的な資料を得、看護

学生の主体的な学修を支援の在り方を明らかにす

る。 
3．研究方法  
１）研究期間：2021 年 1 月～（西暦）2024 年 4 月  
２）研究対象：日本国内の看護系大学で解剖生理学

を教授した教員（大学の看護系学部学科各 1 名）288
名 
３）データ収集及び解析方法 
無記名の質問紙調査 
４）回収された調査用紙の記述内容をもとに SPSS
（Ver.24）を用いて統計処理を行い解析した。 
５）某大学の倫理審査委員会の承認を得で実施した。 
４．結果 
質問紙の返送率は、返送率１４％ だった。得られ

たデータを SPSS（Ver.24）で分析した 
１) COVID19 の感染拡大時期における解剖生理学

の教授方法の実際は、講義前に準備し学生に提示さ

れていたシラバスに沿った授業は、ほとんどの場合

実施していたが、授業方法、授業回数、授業形態、

授業形式、担当教員数、評価方法、評価割合につい

て何らかの変更を余儀なくされていた。授業形態は、

対面からオ遠隔授業（オンデマンド型、双方向型、

オンデマンド型と双方向型の併用）への変更を有意

に認めた当初計画していた演習をなくし全て講義

形式への変更、筆記試験からレポート試験やオンラ

イン上で実施した小テストを評価に加えるなどの

変化が認められた。 
2)対面授業の利点は、「学生の理解度がその場で確認

できる」「グループワーク、学生の上体を確認しな

がら講義できる」「学生の反応がつかみやすい」で

ある。3)遠隔授業の利点は、「全員が模型を見ながら

解説を聞ける」「意欲ある学生が何度でも講義内容

を確認できる」「画面、音声が明瞭に視聴できる」「学

生は時間を有効に使える」「学生の体調の良いとき

（眠くないときなど）に学習することができる」「繰

り返し視聴できることで学生の理解を深めること

につながる」「提示した資料を見やすい」などであ

る。 

 
4) 解剖生理学の遠隔授業における学習効果と VDT
を活用したプロンプト付加と視読環境、画面構成、

資料提示についての関係性については、テキスト、

パワーポイント、配布資料を重視した授業構成につ

いて有意差を認め、事前の資料配布やパワーポイン

トの工夫（書き込み式）、小テストへの解答などの

学修効果を高める工夫が有意に認められた。 
５）看護学生が、主体的に解剖生理学の学習に取り

組むことにできる対面授業と遠隔授業の利点を生

かした解剖生理学の教授方法は、「遠隔で講義し対

面で筆記試験を行う」「対面授業、遠隔授業それぞ

れの利点と欠点を把握し工夫する」「遠隔授業の効

果に疑問があるため対面授業だけで行う」「遠隔授

業特にオンデマンド形態が学習効果を上げる」「遠

隔授業のほうが学習意欲の違いで学習効果に違い

が生じる」だった。 
7.考察 
１)COVID19の感染拡大時期における解剖生理学の

教授方法の実際は、当初の授業予定から授業形態や

授業方法、評価方法、評価の割合等を変更しながら

シラバスに記載された学修内容や学修到達目標を

変更せずに授業を終えることができていた。 
2)対面授業の利点は学生の反応を確かめながら授業

を進められることだった。 
3)遠隔授業の利点は、オンデマンド型の場合、繰り

返し学修でき、教室の座席や学生の体調に左右され

にくい。しかし、学修意欲や IT 環境、IT リテラシ

ーの影響を受けやすいことが課題である。 
4) 解剖生理学の遠隔授業における学習効果と VDT
を活用したプロンプト付加と視読環境、画面構成、

資料提示についての関係性は、学生の反応を確認す

ることが難しいので事前に配布した資料やパワー

ポイントへの書き込む工夫を行い「書き込む」とい

うプロンプト付加をかけることで記憶の強化だけ

でなく受け身になりがちな遠隔授業を活性化に役

立てた。 
5) 看護学生が、主体的に解剖生理学の学習に取り組

むことにできる対面授業と遠隔授業の利点を生か

した解剖生理学の教授方法は、対面授業の利点であ

る学生の理解度を確認しながら、遠隔授業の繰り返

し学習を可能にすることが解剖生理学の授業方法

にとって有用だと考えられる。 
８．まとめ 
当初の授業予定から変更しながらシラバス学修到

達目標を終えていた。対面授業は学生の反応を確か

めながら授業を進められる。また、遠隔授業のオン

デマンド型は、何度も繰り返し学修できるが学修習

意欲によって学修成果に影響する。遠隔授業の学修

効果を高めるため授業で学生にプロンプト付加を

していた。対面授業の利点と遠隔授業の利点を踏ま

えたうえで計画的に遠隔授業と対面授業を組み合

わせたハイブリット授業により学修効果の向上が

期待できることが明らかになった。 


